
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○岩手県の教育 

「知・徳・体」を総合的に兼ね備えた，社会に適応する能力を育てる「人間形成」を岩手

では目指している。 

（１）生活面における基礎・基本：全ての子どもたちに社会人として自立して生きていく

ことができる生活基礎力を身につけさせること 

（２）学習面における基礎・基本：全ての子どもたちに「学力の３つの要素」を確実に身

に付けさせること 

（３）社会人になることの意識の理解：全ての子どもたちに社会を担っていくことの意義

を理解させ，勤労観・職業観を養うこと 

                 

                      実現するための強化の方向性 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎金ケ崎町の教育◎ 

○「ふるさと教育の推進」 

ふるさと金ケ崎について愛着や誇りをもてるような，地域の歴史文化や企業の取組につい

ての学びや体験についての環境整備をおこなっている。その中でも，特徴的なのが英語教育

に力を入れていることであると思う。 

 

○英語教育の町金ケ崎 英語活動の充実 

金ケ崎町では，「英語教育の町」を打ち出し，国の特例校指定を受け指導要領以外の授業が

行えるようになった。町では，「とにかく，英語を楽しむことや，子どもたちのコミュニケー

ション能力を高める」ことを期待し，さまざまな取り組みを行っている。 

町では，幼稚園，小学校，中学校の全ての英語活動の時間に ALT を配置し，担任と英語指

導員または，ALT とのティームティーチングで英語の授業を行っている。そして，「英語教育

の町金ケ崎」事業の一環として，カリキュラムの改善や幼小連携に取り組むとともに，英語

活動研修会や，教員の指導力向上と実践交流を行っている。 

北海道・北東北３県教員人事交流 

１ 岩手県の教育 

２ 地域や学校の特色ある教育活動 

岩手県から 北海道へ 

             氏名 戸田 美江 
岩手県金ケ崎町立金ケ崎小学校 → 北海道千歳市立北陽小学校 
（期間：平成２８年４月１日～平成３０年３月３１日） 

 

 

○子どもたちの教育の牽引役である学校の強化 

力強い学校経営の在り方の基盤は，教職員と子ども，教

職員同士，そして，学校と家庭の信頼関係の構築にある

こと 

○学校と家庭，地域との連携・協働の強化 

学校，家庭，地域の連携・協働による子どもの人間関係

を目指すこと 

の２つを掲げている。    

平成２８年度 

学校教育指導指針 



小学校では，長期休業に県内のＡＬＴの協力を得て 

「グローバルキャラバン」という取り組みを行っている。 

更に，町内の６年生対象での活動である交流研修の中 

に英語の時間を組み込んでいる。 

中学校の取り組みとしては，３年生の高校入試に向け 

て「English Dojo」を企画し，２年生対象（希望者）と 

して，姉妹都市に短期研修に参加できるなど，町独自の取 

り組みを行っている。 

これらの取り組みは，国際化に向けて人材を育むねらいもある。 

 

○金ケ崎町立金ケ崎小学校（派遣元校）の取り組み 

平成２７年度は『「わかる，できる」授業づくりをめざして～ユニバーサルデザイン化で全

員参加の授業をつくる～』を主題として，ユニバーサルデザインの考えを取り入れた授業に

取り組んだ。 

研究では，全職員が，低学年部会，中学年部会，高学年部会，特別支援部会のいずれかに

所属し，年間を通して全体会または各部会を中心とし全職員で共通理解のもと取り組んでい

る。 

 

その他  

ア 家庭学習の推進 

・ねらい・・・学力の定着，向上 

・授業と家庭学習の連動 

・家庭学習の習慣化・・・学期１回（４・８・１月） 

年３回保護者の方には，学習を静かにできる環境を整えていただき，集中して家庭学習

に取り組めるよう協力をしていただく。 

イ 漢字・計算の力をつける工夫 

・学びンピック・・・・・・長期休業後年２回（８月・１月） 漢字・計算 各２５問 

・漢字王・計算王・・・・・年１回（２月） 漢字・計算 各５０問 

 

 

 

  

 

派遣元校では，家庭学習の習慣化を図るために下記のような取り組みを行ってきた。 

・・・高学年での取り組み・・・ 

音  読：音読カードを作成し，保護者の協力を得ながら音読の習慣化を図った。毎日の取

り組みだけではなく，１ケ月の反省を保護者の方にも書いていただき，指導に取

り入れた。 

     国語で学習する内容はもちろんのこと，詩や短歌・俳句などを毎月の暗唱課題と

した。６年生の長期休業時には，「日本国憲法 前文」の暗唱に取り組ませた。 

宿  題：漢字や計算を中心に毎日取り組ませた。漢字は，漢字の筆順や練習を中心に行う

「基本形」の取り組みと，漢字が使われている「文章の練習」に取り組む２通り

を中心に行った。 

一人勉強：社会・理科・ローマ字など授業に連動するように声掛けをし，復習だけでなく予

習にも取り組ませた。（年に３回学校全体で家庭学習強化週間期間に合わせ個々の

取り組みの振り返りもさせた。） 

日  記：「生活ノート」（市販のノート）を活用し，連絡事項をメモするだけでなく，１日

の反省をし，３行日記を書く取り組みも行った。 

 

３ 私が取り組んできた実践 

グローバルキャラバンでの様子 

 


